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月 入 川 落 築 道 現 亡
十 札 教 札 総 有 業 失
五 の 育 者 合 財 所 の
日 公 局 等 研 産 告 届

告 告 の 究 示 出（
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二 二 一 〇

２ １
い 十 念
る 四 施 平 こ
犬 年 設 成 の
は 法 地 十 規
、 律 区 六 則
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） 補 正 林 幌 四中
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島るり倫服

号

奈増ゴる陵

三年・す妻

第

の 北

北興興種映 海

海行平行 道

道を成の別画 告

青有 示

少害年 第

興人 年興
保行月妻
淫 護と 号

育し日行交

号

平
成
十
四
年
十

在目

氏所た
のれ

の所さ

言

杉札ール及提

名地的
来ー促と

山幌本未ギ、

か中人を活進実

さ市法

の及を

ゑ央は目動、現

人

法ーアす法 た

区、指

年 ン協る

ァに法名 月 平フ会同の

ンあ第日称

成
年ドっ

律あは第平北

法にて条

道

第っ役２成海

７て員項
関規９リ

号はにの年グ

人辱

第計す定月ー

）会

奥

をき－

声ち掻妻

たザ

漏－－眩
ま

め

らサ暈の い

てシ
じ・

感頃－

しセ淫

成て

日東日 ー
オ新新新

す
例定の

条指
和。題

昭る

作

条制配新

道
海

北名

年

給東 例
一
月告
十
五
日

金

曜

て進そっ

北環し推びも
た社

条負、とのて

４境
の民再め会

西荷市、
地可必体

丁少や生に全

なな利

い域能要の

目な

の

く持主自社益

ほ、が
可とエ的増

ろ続体然会
ル度に

ビ能なネ制進

う

ン

ルなっ

にるに

す更りァ

条関変よ日フ

の告北ド

３る）公ン

第

証る道

の更認す海

項変
幌申事

定札の。知

規、
文あ

り土が堀

よ郷請

に

宝本 ピ

の推た

次化っ

、

画像画像

映映映映

ー本

部
全

るめ

助を義の少をあた

でのすと

長刺心等年害

、し傷あ健る認

し激を

社宝 第会
会

第北

）は社画

号又映

知定範

条道指の囲

４海

１事

第

く

定し 定

規著

の堀指

項
に

日

示

ネ省ー政与

エたギ、寄

ギネ普のる

ルエの策す
会介

限式山

名有同株桧
ー

又ケテサ

社社護

称会

と進の達

は・ービ

ーィ

定タ同

りン、也

おセで

居 北

生宅 海

介平 道

護成

活
告保
若 示護
し年 第法
く
は月

なそら

性、つっ全おめ

はる、育れれ

的又けて

３
情道も青成がる

感

非 請た款 定
申特代主定

粗 の

利事記 営 のるに 表

由を

、也性

理 り暴

よ達

次

に 表 非

た款 定
特代主定

２
利事記 営る

エ

氏ポー

サシス

の
請

申

サの訪居支訪

名トイ

ー

ビ介介介 種 ー問宅援問

昭

所福同厚

ス類護護護

居 号和
宅日

計
第援

律支
法護

年介
画

会施 第

ドと社は ）
又 号

アの
活ふの設

活務載 者 あ

動れ実介 条

人のれ 法 たの所さ 動 っ

的

名在目 月の氏所た 年
北工札ル北持

日称名地

可

成海藤幌３こ海続

平
道市階の道

務載 者

年ア達中法の能

た 人のれ 法の所さ 動
活

称名地的

名在目

の氏所
これた発
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店の第のに

舗設８保北

立置条持海 号

地者第の道

号

ムシ介

ーン宅

ホョ居

平ヘリ護

成ルウ支
十パス援
四ー事
年ス業
十

ウ 肥

シシ 灰ルル 石 テ所

ッカ

料ムム

ウ
シ 合 シ

クル ウ 石 ウ

りウ

ム腐灰防ムカ入シ

料ボ防ム

肥植質散肥ー

苦料酸ン散肥

料酸肥炭

るののル

土カブ炭料

機

事出シ

類ム 地 売項入ウ 番種 販

口
の

ッ

表位

代
取置肥

ク 締
山ボ炭 のーり

役カ入 料

のク７を

ブカ

名 本ン酸

ドす

称ン１置

名ラ番設

在店の

所館者

び函る

及

２た渡

称
名

は
又

名

地氏

ら項め島

法か
成出規慮庁

平届の配支

事定す商 支

の基き労

援年項にべ工

更き項観

律変づ事働

法
に、に光

第
）い該いに

号つ当つ課

第て大て到

一ーこ

月シう

十
五
日

護護

介介

問宅

訪居

金

函同

曜

アくア同

混ルラ酸

市
館

分

リ苦リ

カ性カ

ル溶ル

分土

称ラル

含成規そ公そ公

分リ

成カ

証ル

保ア

市
恭

量分

％

北並
所

住
び

及

そそ公

） あ
に

事人

知法

道に

海び

す

６届規意着

は
て
っ

堀

よ

第が小をる

条出模見
提

項っ店すう

２あ売有
す

規。を者出

のた舗る
す書こ

に置、る

定設は
で

、者にが

りる面と

よ
のそりき

次がよ

日

番番

３７

町町

田田

亀亀
１

成
平同

号号

規他規

有分格の定の定

最との格の格

をのの他

限と

さ大お制の制の

許
は事お事お

れ量り限と

定はは

有公項り項り

る

格
他規 のの定

同同同

害

規事お
限と の

制の

他の
項り 北

肥格は 海

料平 道

取成 告

名北 締 示

法年海 第

道

昭月生カ

の

也者
表

達代

祝 北北縦平１縦午

のの
時９

日 海海覧成月覧前

３ に 道道期

まか

関 経渡間年日間時

お周成。

との平る

済島

り辺
２３

大地年

歩に出成出縦

置届平届
書覧

店変
舗更行す年

の所

開す者る月年等場

店るのた日

日理安め月縦

止
廃

変
年

前後る

更更す

変変更

同同同

））

ル 和 号

日マ
会

第限

律有

法ト

年イ

産称社
住上 第

）
号

磯

す

の郡 条

を午

る 部支月でら

法 地庁
産工く５

律 域商日除後

昭 業労金。時

和 課働））

課か分

律 成
法 平で

年 らま

第
年
３

覧 由全
め

定た

予る

店図

開を日

断

成横

平び
及

日
日

届届月
月に

２道

年歩

図図
付付
添添
書書
出出

面面
１１

・・
図図
置置
配配

好 よ谷 に町 定磯 業 規上
４ の海目 次北丁 、２ り

号 の事１ 料知番 肥道者
所

）
月号

録堀 登

規
日に

日
で休

まる
）す
月定

日に
曜び
日並

、

近

土月

口
入

出
る
い
て

）し

日接

面
平平
階階

道
歩
断

横
を

図図
面

））
前後

更更
変変

七」」

六

は同同同

示示
表表
にに

効効成 失失平

達 し年
月 た也
日 。

曜
民年

国翌
びら

及か
日日

位
た
れ

離
ら

か



１２ 北 ３

海

道道 道

路路

作

告 業

平 のの 示 地

成 種路 第 域

十 類線

四 名

年 、 号 福

十 島道区

北 海

第１２ 北

函 海

平作作 館 道

開成業業 号 告

種期 ） 発 示

建年類間 第 第

設条 部月 に公平 長 号

か日共成 お

道 公 報

し平頃籍

国証成豊地

認

の・

調た成町図 果 土
査。

籍 名 法年地

昭月称簿

和

日

第

北 め

海

北

土た

道

海

中平 道地

告 伏成 告改

示 古 示良

第 地年 第法
区
及月 昭

号 び 号和
芽日

号

北第北第
海 海

カ
酸料

消炭肥

道号道号

一 町道域

月 及

十 び

五 縦

日

所
場

覧

金

曜

い ら測

次７ 準 、量年 て
す の３月 用
と級

ら 法 り準か 同 お基日 る
第 公点

共）
月 条 測
量

項 実ま ２ の日 第

査 法っ川頃

年調行中豊

第を者

律た郡町
津 第

査来大 ）

調旅・ 号

をの

行一の
部 ２

た、一 第

っ部各 条

地旅

の
第区

律地
法西

年室
農

等 第
地 ）

用 号
の

ウ
シ

石ル

分 ８
換 第

交 条

石

灰ム
灰

灰

土酸

苦炭

印料 状

星肥 粒

消苦

日

北 に 了定 終規 がの 施で

、知 通 旨道 る た海 よ し
た
っ 法堀 あ 量が 測事 知

９ 定
規

の

域来 項

和。 昭

査 北成か月 に

調期平日

よら を 海

５成ま 、行 道年平日 り

で 次っ
知
事月
年 のた間

項

証成 査

認平 調
土

堀 国

認北 に
を 定
画 規

計 の
合

芽
た知 、
し道 り
可海 よ

石土

委
業

農

堀 町
室
。事

カ性

ル溶ル溶

ア可アく

分土分土

リ苦リ苦

カ性

成

の間平

そ週
２

該そ公

関、
係一
図般年

面の

達

は縦月

更

律
法也

年

北

道し

２３４

海

た 道

。
路 工工工

告 事事法 事

示 の完

第

種 区昭 了

和 の

の

間類日

達

成年

果月 也

を日
事１ 北

過を

３

海

疎次平路 道

地の成

作

告 業

域と 示線 地

自お年 第 域

立り
促完月名

第１２

定

也 が
会

達 員
網

平作作
種期 ） 開成業業 号 走
発
建年類間 第
設

格

な他規

当の定

部月 条

項り
事お
限と
制の

しの

道
海

北同
は

、覧
。

建る
道す
海供
北に日

及
課

備
整
路
道

部
設

号

幸築成

律 枝枝改平

法
年

第 幸
郡郡
浜浜年号 頓頓

第

別別月）

町町
字字日

１

出出第

戸戸条

進了 号 北

。頓

市別る浜

見特す日

町道

野法町

端置別

、措

別

留成頓

、平浜

辺
平 に

律線

町法磐

蘂年常

公 長
い か日共成 お
ら測

次４ 準 、量年 て

日 る と・２ す の１月 用
公基ら 法 り級か 同 お２

第 共準
点月

発
開

灰
石

第 量測５ 条 測

次
び

郡
磯
上同

社
会

式
株

備道

に海

所北

場
覧

縦
の

七 え知

七

項

、
て堀

い
置事

地規 地番の 番
３定

らまり か先よ 先地に 地

第

を
域

区
の

路
道

で、

第
）
号

の事

項知

１道

第海

条北

）ま ２ の量日

に
定堀

規

了定 終規 がの 施で 項 実
通 旨道 る た海 よ し北 に

法堀 あ 量が 測事 知 、知

４
目
丁

２
好

谷
町

磯
上

っ

か也

日
の達

示
告

号
１
番

達

る
よ

変
り

お
と

の
次

ら

た

工
の也

道
町 達

和。 昭

成
平同

律
法也

年



線
岸

厚
海

別
道

道

北 海

成

の間平道

そ週路道

２

遠

関、
係一

軽 図般年線

雄 面の

武

は縦月

、覧
北に日名線

道 公 報

北

道 海

路 道

法

兵

告 安

示 上

昭 第

和

頓
別
停

年 号

場法

車

第

川
鵡

別
穂

号

古

路老

平美

成小
十線沢
四停
年車
十

先

ニ上署ま野部か地

場

別郡ま

森ら 小古紋で付

付 地国事別で

林野 班丹
林所町
理郡 先有務海

管
別
署別 か

根海 ら網
別西班国
釧町 紋走林海

小林部海

市部い有東別

上森

別

建る供紋森

道す
海供

理 道上

用管 部市
林 設。

別 備舞
紋 整之 開署 路鴻

び林 の務 及有
事 課国 始

次網所

第

線律

谷第 郡宗） 幸別号 枝頓
中

理２ 町管第 別林条 頓森

の 神署項 字

規 崎

郡郡郡

内払払

岩勇勇
線

字

町町町

和川川

共鵡鵡

ス岡原

イ花米

ワ字

一名線

月
十
五区岩

日

町
和

共
郡

内

金

イ
ワ

曜ス

林班根

先東班２

滑管地釧林番

区

北土
同

町理

の走

所北

場
覧間部班

縦西林

用 備道成

に海供の平

え知期
開 置事

い
て堀始日

示縦北土

告
、

定 林

、 小 地り ろ １よ 班 番に

枝道 先 らの 地 か次 班 先
頓用 中供 郡の で 幸路 ま
別を

番番

先かま 地先先 １地地 番
で
まらで

日

道現
海木

ら
か

先
地

１
番

音
標
音
上

道
道

路所
釧業 業 場 日道現 覧 の達海木

豊
道
道

ら所走所

か也網 す 字始 町開

頓
中

線富

場 歌
道
道

後前後

。
る 上

登
咲
来

前後後前後

敷
前別
更の
変後

間
地
の

枝先番

線
標

枝谷班駒

地

幸か 林幸森地国林２

ほ先

郡ら 班郡林先有班
宗小ま

枝枝 へ中管か林
枝谷班で

幸幸 小頓理ら

町浜幸森地
町郡 班別署

幸 先字頓郡林先
字枝 地

別

標町 ま上別中管ま
音

先番枝先番枝谷班駒

線

有

か２幸か地幸森地国
か林

ら地郡ら先郡林先

枝先歌枝中管

谷

幸ま登幸河頓理ら宗
幸森

郡で町郡川別署枝

字頓郡林

歌本歌敷町浜

町）上別中管

登幌登地

車

かまかまかま停
町別

枝

らでらでらで

幸
郡
歌

まかまかま

別
幌

本
町

登

らでらでらで

まかまか

でらで
一 一

般 般 道般

国一

長
延

員ら
か 幅

頓理で字 で駒
国林別署
字頓２標

有班町浜番音

林い
宗小上別地

頓理

同

本ま駒 本幌で国林別署 幌

へ字頓 別番別有班町浜

林 １

宗小上別 地

同

稚
道

海
北

同
地

１
番

国 国

道 道
間号間号間

の５の５の
海

北

るる

けけ

おお

にに 重号 の５ と道

等国

室
道

間る
け 区

お 複

に

七
八

海木
北土

覧小
道
海

縦北

木

土北土

内所
稚業

道現

内所

業稚業

現道現

木海

業稚

現道

木海

土北

内

所

土
樽

所
業

現
木

土
蘭

所内 所所
業

現

場木



麻
当

平
成 比

十 布四
年 線

十

北 海

線線

舎栖

西鷹

見寒

高和

道 公 報

路

か平道道路

日
の１２

のの

ら成路

２

類線

週年種路線

間

、名

、月名

一
般日道区

第

し 北

道、そ 海

同の 道

条関

路
告

第係

法
示

２図 第

項面

昭
和
のは
規、 号

定北

年

号

一
月 上上

十 川川

五 郡郡

日

町町
布布

比比

金

１１
番番

曜

川川

三三上上

先先
地地

三三鷹鷹

郡郡郡郡

石石
町町町町

石石栖栖

字字
川清

地８

上瀬番番

番先地

及区

の道域

１１か先 番

所

す場

供覧

に縦

覧び

縦
建

第よ道

律に海

法

。
る

班枝先番り

幸か へ２道設
の道 ） 郡ら 小地路部 号

幸 地ま供路 第 枝枝 班先

幸
先で用整
課 第 字枝 まを備 条 町郡

項 標町始及 １ 音幸 で開

字すび

のる北

林

幸森先有

枝谷地国

音

理枝谷

枝管ら宗

郡林か
管

字枝郡林

町署幸森

幸

幸理

上幸枝

音
国班字枝

標林町署

日

先で 地地らま

らで
かま

先
河

ま ）
） 地

地 敷
敷 川
川 河

規

堀
事
知
道
海

北

らで
か

道 １定 標。海 番

室 に 地

業 の

現 路

木 道

土 り

蘭 よ

置 の

え 次

備 を

に 域

所 区

有へ上幸

い と

林小音

後前前

宗班標林

前後前前前

前別

２更の
変後

也間

達

敷

関、成

の間平

そ週
係一

地 図般年

の 面の

示
告 決

、 り

て お

は縦月

更

定
北

道し 海

、 道

同
路 勇ら先

告

条

払勇法 ま

示 郡払で

第 第

２

鵡郡昭

川鵡和
項

の

路路

道路道区

１２３

まかま

類名域

種区

の線

らでらでらで

まかまか

で ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

幅

道お道お

道に道に

、覧
る延

道す
海供
北に日員

国

備
整

路長

道
部
設。

建

道 及
課

町川

の 号

宮律定

米字法規

字町年

戸第に

原

よ
り 番

の 第
路 先２）道 地番号

か地

供
を 第

用 条
開 １ 地

敷
間

線
川

鵡
道別
道穂

七
九

河る河る

美け美け

同

三 三

石 石

停
線

場間場間

車の車の

停

び

室旭

道道

海海

北北

線

場複

覧重 縦の のと 次

等

え知

備道

に海間

所北区

始 項

、覧

て堀

い
置事縦

す の
よ

に

らで。 定

かまる 規
り
、
道
路
の

延
員

幅
の

重一るを
域

区

現現

木木

土土

蘭川

国
長

日
の達場

示
告

所所

業業

次

ら所

か也

般

の 複国

と 道
間け変 間 おり の 区にお

の
と

等
道



及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

北 海

事 北

都は 海

、平

イ

道

完成

市
宗計 使

了 谷 用画
し年 支 の法
た 庁

。月 部告昭
示和 分

日 第

道 公 報

種事事

のア

業１２３４

業成市類業収

事平施都
計及の

行
者用 計

名行 のの 画年画び施業

事 の

間地分

変月業称期 名部

称の 更
を日

第

北

都
道

海

市 遠

告 別計
示画
第法 中
川昭
号和 線

号

平
成
十
四
年
十

平

ま住号

含の番

に者び

内幌式成

稚札株

市市会
屋月

見区土９

萩北社年

目条ー日

丁９ホ３

４北

６年
号 変支

し

第 な

律 更

法
号 庁

第
）

第
条

告

別和更

可士士昭変

認

１

な

し別

た市都
画月

計６

。市年し

下
士成

業平

事ら

道か

水日

ま

律 川ら先

法 中か地

年

中川で

第 郡中
川郡

安町第

字川）

町中号

川字
林国１

有川第

国安条

一
月
十
五
日

金

曜

西ム
３宗 北

目表指

海－丁代建

道
宗７取第

谷ほ番締
３

支か地役－

庁

本指

長筆川号

の
項

区
上工謙

１
山第令

規

示

為
行

発
開

の
次

る
よ

に
定

に

別
下月

共３

公年

北水

項

堀
事
知で

道ま

海道日

川定

北上規

川林の

上有
管森り

林部よ

森北に

部
理の

署管次

理林、
お

林署と

班
小班都

そ林り

日

平免の 次成
平

郎
徹）

の

証類

軽年成税種

油９

記番

引月年

取

工
る

す
関

税日月

１５

券券券

平免の 次成
平

也
達

の

証類

軽年成税種

油９

記番

引月年

取

画

地小計

班み市

税日月

後前後

事

先班

後

号
及 免以

数 に効
証無び号 税降日

。
てた業種 いし

つと枚

収間 徴

期 別
特効

、有 は

７
農業

号
及 免以

数 に効
証無び号 税降日

。
てた業種 いし

つと枚

油間 軽

期 税
免効

、有 は

でらでらで

まかまかま

支

庁

らでら

かまか

及 者税売） 務免販地 義

氏 ら海に者び

か北証業
所 載 失上住名 亡道記の
名 さ し川

た在） 旨庁所称 れ た支

株

が税

出吉免支 届
の長

深
美社

郡会

川目式

中丁
名

２
南会

通商

大部

町園

売） 用免販地 使

海寄

北

に者び

か北証業及

者税

上住名 亡道記の氏

ら海

所 載 失

名 さ し川

た在） 旨庁所称 れ た支

が税

出吉免支 届
の長

公

告

旭
道

海
北

八
〇

名 の
た洋交

っ証庁 あ田

川事

上税

道道

、
で一付

交

っ証庁 あ田

庁所

支務

土
川

、
で一付名 の

た洋

所
業
現

木



１ 北

次 海

の平入平 道

と成札成 室

平 に お 蘭

成 り年付年 土

十 す度 一 木

四 般月る新 現

年 物千 競 業

十 争日品歳 所

北 海

券券

道 公 報

１

券券券券

第

券券券

号

１
券

一 入及空 告

月 札び港 示

十 数線 第

五 以量改 ３

日 下良 号

工

」よ

札に

入事

金

い発

とり

曜

。海し

う北生

道 ４

室
蘭
土
木
現
業
所

８ ７

農業

川目式

中丁株

９７１

鉱物

日

土

よ蘭材

に室木

）道た

り
道木

有現

財業
長

産所

売
を藤

）
品安

物

告
示

商

大部

町園

深
美社

郡会

道道

海寄

北名

２
南会

通

。
う宏

払
り康

上税

９

札札

契契の入入提提

定

出出 書書日参参

約約期

作の加加

約込望期場 成作契申希

契な約

っの契

７８

の成

札入約お者

落財て契落
者 規 者札保、が 約

務札
保が 則 の証契納

を者し

第契 決有金約付

５６

庁所

支務

川事

定効

入す
便め

入入以札なる郵認

証、又な 札
札下保お。

に

札電も 保参消金落はい

３４

入者報の

加費を

海話札入入

競室北電入
行札札

入市道番執

争蘭
心町蘭の

札幸室号
日日場

２

得９土

にい該産

札の当破

入次
に復

加れ札で

参ず入者

は限所

要を締書者

すに

次

及しの提、

否要結の

代代かに平室

び、日出

市

金金らよ成蘭

り 支は

町

払北日所年幸

方海以定

番

法道内の月９

室）入

蘭ま札日

約

土で参号

証

方な納がた

第締 法入金付当契 条を

にる契保 １結 札す該約
に金 のよ 限こ約証 項し

定と 。。定は 規う ると

よる しるに にす ）め道

定き 者務属 りと た義帰

税

、 落不る めは をのす

よる

よ等札がにす

証し
と始約る。

う」 金開契

うに締札

すい前を入

と

な は）にし

者。道結

る
額すと そ当付い 、相納

、 の含こは 者をるき の
見んと

時

現及時所 － 、番木

契

び

条所場 － 約号業

所平室北 項企

成蘭海
市道

そ画

の総

町蘭 線 他務年幸室 内

関部

月９土 係総

番木 書務

現 類課日

を管号業

契得

者該るを

るも係権

要なをい

必し約な

に当
格のす

資も結

ない締者

加

有
。を

る力
す能

とる

の書

業定込

現指申

木に
発に出

が所提

長場を

所
す入る

行納す

八 るすこ

一

知。
通と

入こ。

納ると

定約 者行 予契 札履。 た
る由 格額 す理 価金 とを

。に のの

契 制

を のの

約 限分

解 範

す

れ で当

さ 内相

除 囲に

落 も額該 積だ。当

た 最

者 たの札 っ）
契が

に

し ５ 額

付 の 金

納 分 約

た

及

保 す 税

札 当 費

入 相 消

す係）４

示財金所

証 る

時室

２議

所後会

場午階

指
、
り
よ

に
書

者
い

な
し

上

は 価以

き の額

と 高る 額 び

も額該
当 をの

、 格 に の 消

道 上 方

は 以 地

金

税の属
帰 額 費



６７

般般成約名所

一一平契
に在 競競
入入北す

争争年関称地
海

の道事北北

札札海る

公立務海

北 海

２３４５
契 落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相 決年の名所額

手 氏 定

及株札を

し月名円方

た
日日び式幌決

道 公 報

１ 北

次 海

の平落多 道

と成札点 立

に同 お 北

り年係時 方

る加 一 建

般月物力 築

品・ 競 総

争日等制 合

第

号額た

札 掲札加分 金 に入落を
） 決 げ金算の 額
を 定 る額し

札係金相
も に 入にたに

及る額当
っ 当

号

開
そ

平札

成のの
十時
四に
年お
十

方担立旭

告北を道道

他

建緑

築す方市

建当北川

研織総丘

合組築が

総る
究条

所名研１

究の合東

第び企丁

示及所３

告称

東し

住会市定

２所画目

古続

幌伏手

札区た

所社
７

番
５

目
丁

３
条

藤８
谷

入の御 研

札名装 究 告

に称置 所

よ及 告

りび一 示

落数式 第

札量 ４

者 号

た北

し立

定道

決海

を北

落 っ び消す
て た

こ費当る道

価 は の税該金
札 て

立 格 、 公等金額

北

に取に入
と 入 告の額を
す 札方
る 書 定扱１札

建

記 る未に の に め円書
築

、 載 入満記 で

総

れ に端す 入 さ 札の載

合

い

に た 関数る 札

一て

月、

十２ 北

五に 海

日

資 木

る 土

す 蘭

定 室

規 道

金

を 業

格 現

曜

務番

号在総１

し 企

有 所

地
部 築

建

。方号

課
務

総号 示

辻
長
所
究
研
合

総

研

るあと 参 金 すがこ

究

す に 条る。 加 額

所

違は者 該 にきる 当 件と
見 の しそ、 額 反、は 金

たの
積 入端

５た

は金 のっ

札数 分も

無を に契

、額

日

し 総

の 部

者 務

い 総

な 画

財 係、 財札 管入 課た 務

３

則
規

務

者 るあ条

は

該こ付ア 条 こ当る件こ
５ 入 を調と一か の の と
物競ウ の 札 証達。般ら

２

明

納札の平格道当

入次資
有行調

にい成をが該

納

参ず

指物

加れ年すう達 入入

司
博

すに北る

達

北調

アイウエオカキ
化を

海自金農電産工理
機学す

道動物林気業作
機械機る

旭車・業・用

金

効切 相約

川類陶用通

るての

す捨 す額

とり 当
協１

。
る

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

す 付 一入受 上

般札け月る 川
第

の 、 し品争ま ２ は

各
条

者関札に 規 地 たに入で

加め に 自 でし参定 定 方
る 法 る要資る よ 治 あ、
と仕のこ 条 施 こ求格と

査に 付 令 。様審ろ 件 行
一

書
載、 競 和 記り 般 昭 によ

競に 期場るも海こ名品

に当告。争関

者該道と
第札、

限所必す示入し
に迅

要る
なこ
又すな

平北資と号関速

道はるア

成海格。

３川成名タ

年旭平指フ
をー 月農
業年停サ

・品

農磁機信械器器物

具類計等

業器械機器具

等具類類測の

高類器器

学類等

校器様

学類機仕

飼集簡入

転
科

塵易札

換保ス穀

じ 料 に冷モ物

ん 調機型説

合一製ほ米明

係車ー総

物
す

るク

競にる 教る 争係。日品 育

入る等 事 局

札調項の 告

達名 示

以は称 第

下、及 ６

び 号

数 入

北

と月
」４
札年量

い

道
教
育
庁
上
川
教

の２ 争
札 政 要の 入 年

をび あ 第 等及 で 令 件

る 満

、 以

し掲 で 。

たに の 号

る資 札

いる 入 下

てげ
加 」

とを 参 令

こ格 に 政

海さビ

日高北止ー

を有

等
）校告て・

金学道れス
ナ

９いテ

第なン

示いメ

定の

規。ス

にとン

号こ

装か品書

物が

る制

す体

品ウ製置質及

物ハ調式
別か価要

購ス選ほ評び
様

ほス仕

か機シ求

入ほ

。
る
かよ

ほに
ム書

かテ

１５ １

目目目

品品品品品品品

。マ道

う日海

目目目目

上

実シ庁

をケ育

）ラ教

成育

る作教

すで川

施ュ
府

政河

た
れ長

さ局

。

育
局
告
示

八
二

うう

明る よ い

証す し と

者う す ）

たど と 。

しか 購さ

の備

品整

で第るか のい

等て

入れ

１６ １ 達
調村

点点点点点点点

る
す将

関
に猛



７

の和る一こ

と連の 以入入

平 下札 札年この契

成 保 保北ろ調約

十 証 消証海に達に

四 金 費金道よ契よ

年 の 税を規る約る

十 等納則。に調

北 海

６
札

成開開入

カキ入
札 平同

参 札札 成郵年に

送保
し

年に月加

よ場日 月る日よ 証

道 公 報

同同同同

入
アイウエオ

札成
平

年
日月

第

４５

審海海札入

ウ契北北入

旭教行

条 申査道道執

約
を 書行川育の札 項 請を
た永上所 示 類っ市庁場

提と山川及 す場 の

号

請請

を
査申申

審
のアイ

納 な
しのの 請

申

一 付 」付第関達

月 す後 の とす

十 免 いる号るに

五 除 うこ。事お

日

）。下て

、 。と以項い

付 相調

納
法 額務が

方 当財達

金

は 含則定

等 を規予

曜

場う

政 だとれ

、 ん」さ

は）す

日合水所時金と
者

木、まる

午午かににには

）アで
じじそ

前前ら必同同、

オ着 ９

でこ者

時時まの。。の

成）積

平。見

分はとの

時日

海午午午午午

３北）
水

道前前前前後

階

１ 教９

議
育時時時時時 会
庁
川

上分分分分 室

日所

出き６教び 場

教 郵

局時

先は所条育

、

総

郵北査目画北

審丁企

海 便海結

務

旭 号教を課 番道 番道果

川 育申学 地

庁請校市

川に理

永 －上者管

山

教通係６

申け

な
ば

れ期法

け
時方

書ば

な成請れ

ら平
い

のら

。年類な
出い

月提な

かの
日先。

日

。品

第 ）う物

令 額いる

の

）等

第の 条

名 の 分

称 ７ の
相ら数 び にか、 及 ５条

及 海 当第量 北

び 道 す
も

まの 務 額

条そ 財 る
た

年っ
約

月契
額

日金

火
カび

、及

で税

ま費

）消

る画
よ企

に局
送育

及地

郵校 、学 は課 合務 場総
） 号
係 番
理 便
管

北局す

条 育知

旭総

目 道画。

丁 海企る

川務
管北

山校
永学地

市課番

係道

条理海

６

示
ら指

目川

丁上

た
し
成
作

でり
まよ

日に

上

で入 規 以

を
類
書
請
申

定の の

の札 則

額昭め公

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

平税

は費

キ消

び方
名所

相者員る契

イアイ

あ一とに

当落でのこ約

にす

る者る部。関

す札
金とか

－

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

合

入等算額で の
同

舎 地庁 番

９

っ
約 務 交交入

落財て契要

則 者書 規札

札

し
出
提

効
第有 の作 付付

８
な

称 定説

予名予札

の入

告

び執札

の

及 期書 定 時明

約は明

お本契行説

に日
、公に

て通は、書

い国
す達する

用調開よ

使貨

番言続。

話る手る。

電
及停

号語の

び止

通等

申税事

額なを免る在
－

を称地

入たし事務

をっ

当

書はる者担

札者出業

落といす北郵

に、こが

道番

載札。るる海便

記

だき織教号

す決たと組

こ後しはの育

る定
と速、、名庁

あ

に定

。や落共称上－

係たをる

おに 札にし）

てた びる金もか

い当 及

て税

、っ 他こ消額っ免

２て の費

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

とあ

す札 定取額格で

定
るい１する

る書 め扱に
のを

格記 入円るか

資に

を載 札未

決成
な
札 方要 第入 条 定の 場方

る の限 項 所法法に否 １
。 規

場し に

海海の） 定 北北
で者 り

旭教所た よ

道道
付落 め

市庁交を 定

川育

期関
に 数付 時交 び

永上

ー成項

パ平事
る

す

量
ソ
ナ年
ル

貨が

ンこ
コ月

有
り －

得
る

線
内。

八
三

か札同及川

に者企び教

共体在局北

消が業所育

費画道

税同消地企海

費

等務川

の業税総旭

等企
税学永

税の免課市

課体
業管６

業合事校山

事場
であ者理条

者で

有さ に満で問

あっ申係

す端入ず

しれ 関の、わ
に見

い金 る数札、

なた

のに 件あ参積

者額 条が

違とすっ し当 にる加も
者契 入金 反きるた た該

、の た、は約 札額 しは

入そ、金 財札の消額

川す札 た

は端費の 分 務

育。と 定

６教る者 予

山
局す 価

条
総制

目画。 の

丁企る 格

務限

管内

校囲

学範 地課の 番

タ
ー

ュ
ピろ

係最

理で

用
業

農
）
台

か、書目

るて出丁

免そを
成す地 事構出番 税の提

の 規

業

則、数税

５

効額に に分 第無金等

相の とを係

条当 す切る

価
の

低

。
各るすり課に

式
一

も
を

格
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道 公 報
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第

．．．．

号

．
平
成
十
四
年
十

道

公

安

委

員

会

一
月
十
五
日

金

曜

告

示

日

定定は

概要検検検検又

式請称 定の 製型申名 定
年有 造

検検又代製う型式の
２

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

型式の概要検検

１

有請 定 業遊遊型製型定

事
う

のの
務た

年 造 所技技式

検又代製 正、成

適で平

定は造 化同

申名又 等規年表

請称は 者 に則
第月

条 北

遊の 海

技遊 道

機技 公

の機 安

認の 委

定型 員

及式 会

月 験のび 番効 業試者及

日号間名所

番氏住 期 者

平第公愛株

名号
サ

示知式 成 ミ

の県会 ー

日名社 年 株

古ニ 式

成市ー

会月号平屋ュ

社

中ギ 日

の 者及検の機機

年村ン

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

代埼回遊ベ

間名所名行

京ミ表玉胴技テ

公東サ

・

の都ー取県式機ィ

示

技認ブ

日豊株締川遊の

島式役越
南及プ

平区会市機定ー

成東社里

池見台び

式業 の機機試

年袋一型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 埼回遊アサ

成 玉胴技ラミ

県式機ジー

年 川遊のン株
式 越技認

市機定会月号

南及社

の 者及検 関

一型

台び日

のび査 す９

行 法第氏住を る氏 条日

東サ代 項
律１名所名

都ー取 和規京ミ表 昭の
定豊株締

り区会 法よ島式役 年に
示池見 第公東社里 律

びに

袋

告

型関 示

式す 第

のる
検技
定術 号

るに
す格

関規
にの
等上

区

則合
規適

森
月烏

ら目
か町

）三
日町

３

二丁式

間地
年番

検

月丁治目の

目

番定 日
号関

か２８に

）番地等
６

第
則

間規

年る

３す

ら

検

目の

丁式
規
る

す
関

８に

地等

番定
６

第
則

す北

目 。道 ）丁治 る海 号二

公 第

安

項

会 ４号 員 第２ 委 条番

し
い

佐 を
定

長 検

員 の

委

る
和い
昭て

安
公定

家検
国の
年旨

八委風

四

第
条 則等

規業
会営

員俗
）

。

野 う

号
２

第
条

号
２ 制
４規
第の

っ

男 行
を

文

６業
第び

）及
号



型式の概要検検

５

平
成 遊遊型製型定

十

造 技技式定

四 機機試年

年

月 のの験番 式業

十

北 海

造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
月のび査所 番効の 者及

道 公 報

又代製う型式の概要

４

業遊遊型製型 表 は造事

造 称は所技技式 者
名又

験 式業 の 及検の機機試

び査所のの

第

型式の概要検検検検

３

定の 遊型製型申 定定定

業 機試者 年有 造 技式請

月 の験の 番効 式

号

者
又業遊 表造事

代製う
査所の

の検の機

は所技

種区番 者

一 類分名名号日号月
十 平第 奥 ぱ遊五 成 村 ち技日 ん機笑遊

年 このゥ機

遊認せ株

技定ぇ式月号

機及る会金

型ま
びす社日

曜

氏住を在 期氏

の２
式ん

本小

日号間名所名行地

村表社山

平第公名奥代

示屋 成

の市遊取工工

日昭機締場場 年

和株役
上古岡

月号平区式名静

成鶴会
舞社野屋県 日

丁栄昭東

年二市駿

種区番 者 氏

月目作和郡

行地類分名名号

住を在

所名

株 株代愛ぱ遊

式 式表知ち技

会取県ん機キ会

社締春このャ社

定ツ屋

竹役日遊認ッ竹

内美び

竹市機及

屋井技

期 者

博二の

正町式

濃型

名名号日号間名

区番氏

平第公愛

分

株 遊

示知 成 式 技

の県 機デ会

日春 年 のビ社

日 認ルニ

成市

定マュ月号平井

及ンー

美 ギ日 び

ン年濃
町

型
式

行地類

を在種 氏

の月二

取県ん

表重ち

代三ぱ

名

大機

市技

役名遊

締桑こ

司谷

悠深
下

井字

新

日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検 ２区小

第
条
６

舞町

日番鶴山

）
３目字

ら丁沢

か号二用

間番窪

年２萩
号

等

目定

丁検

番 ６
第
則
規
る
す

地関

番に

丁

第
条

検
定日目

等）

る年

す３

関ら地

にか番

山
字

部

第
条
６
第
則
規間

原
之

型式の概

８

イ
号
１

１
番

遊遊型製 表造事

代製う 検又

造 は所技技 者
又業 定定定は

の概要検検検

式請称 定の 型製型申名

う型式
７

イ
号
１

年有 造

定は造事

検検検又代製

定の申名又業遊遊 表 定

号
１

有請称は所技技 者

製う型式の概要検

６

イ
又業遊遊型製型定

造事

検又代

年 造 は所技技式 称者 の申名表 定定は

検

の式業 の検の機機 有請

名

を在種区者 氏査所の
回遊ハ高

名行地類分名
ウ電

表重胴技オ砂

代三

締度遊のレ器

取県式機
機定デ業

役会技認ツ産

城び－式

石玉及ン株

郡

会

井
び 番効 式業試者及

町型

名所

番氏住 期 者月 験の

第公大高

名名号日号間

平 奥

示阪砂 成 村

の府電 笑遊

日大器 年 ゥ機

阪産 せ株

成中株

ぇ式月号平市業

る会

央式 す社日

者及検の機機
ま年南会

氏 のび査所のの 番効の

地類分

氏住を在種区 期

本小ぱ遊

号間名所名行
表社山ち技

第公名奥代

示屋村

の市遊取工工ん機

日昭機締場場この

和株役遊認
機及

号平区式名静技定

野屋県び

成鶴会上古岡

舞社

の機機試

年二ロ市駿型

者月 査所のの験 式業 検

分名名号日

を在種区番
平

行地類

奥 本小ぱ遊

成 村 社山ち技

工工ん機笑遊

年 場場このゥ機

遊認せ株

名静技定ぇ式月

古岡機及る会

市駿型ま

屋県びす社日

氏住 期氏 のび 効の 者及
村表

公名奥代

間名所名

日昭機締

の市遊取

示屋
和株役

舞社野

成鶴会上

平区式

年二ソ

定

字検

夫野の

治蚊式社

に

原等

松

関
る

番す

八 規五

船社

６
第
則

ん

二

２月場
日丁

ら番
か９

）目
３

丁デ栄昭東式

間
年号

区小検

月目オ作和郡の

２

舞町等

日番鶴山定

）

す

ら丁沢関

か号二用に

番窪規

年２萩る

３目字

則

間

第 号

和郡の２

昭東式ん

番６

区小検
関

二用に

舞町等

鶴山定

窪規

２萩る

目字す

丁沢

則

番

第 号

丁フ栄

番６

２ア

月目ィ作

日番
）

号
２

第
条

間
年
３

ら
か号

イ
号

１
第

条

イ
号

１
第

条



造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

北 海

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

検検検又代製う型式
９

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

号

要検 平
成型定
十式 四試年
年

月 験 十

行地類

氏住を在種 期氏

群株代群ぱ

号間名所名

示馬式表馬ち

第公
の県会取県ん

日桐社締桐こ

生ソ役生遊

ィ井境機

号平市フ市技

野ア置野

成境
七定七

年町町

を在種区番 者

月丁男丁

平

行地類分名名号日

豊 愛ぱ遊

成 丸 知ち技

県ん機ロ産

年 名このッ業

古遊認キ株

屋技定ン式月

市機及セ会

村型ン

中びブ社日

区式

所名

番氏住 期 者氏

長の

愛豊代

名名号日号間名

平第公 マ

示知丸表 成 ル

の県産取 とホ

日名業締 年 りン

古株役 っ工

市会永

ぷ業月号平屋式

成 ラ株

中社野 ン式日

区裕

ド会年村

社

を在種区 期氏

ぴ月長豊

間名所名行地類分

氏住

技

第公愛マ代愛ぱ遊

号
示知ル表知ち

の県ホ取県ん機

日春ン締春この

日工役日遊認

市機及

号平井業井技定

桃式桃び

成市株岸

町社勇町式

年山会山型

番

月１夫１の

一号日 月
十平 五成 日

年
月

金日

曜

目目

日
間
年
３
ら地地 か番番 ）

丁関

三に

町等

井定

戸検
る

目す

戸

第
条
６
第

地則

番規

ょ

丁

大か三

ょ）町

ぴ日井

戦３目

作ら
年

丁丁検

地
間番

等

日目目定

）

に
る

３す 地地 ら関 番番 か

第
条
６
第
則

間規

年

日

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

イ
号
１

年有 造式請称

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所

定表 定定は造

要検検検

称は 者 定の 製型申名又

年有 造式請

の 試者及

技
遊型

式の概

期 者氏 月 験のび 番効 業
号日号間名所名

番氏住

平第公愛株代

名
株

示知式表 成 式

の県会取 会

日名社締 年 社

古高役 三

成市内

共月号平屋尾
中ヶ 日

の 者及検の機機

年川島

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

間名所名行

公群株代群ぱ遊
ん機フ

示馬式表馬ち技

締伊このィ

の県会取県

生三役勢遊認ー

日桐社

機及ー

平市共崎技定バ

野島三び大

成境毒市

業 の機機試

年町和型ヤ

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 マ ぱ遊

成 ル ち技
ん機とホ

年 このりン

遊認っ工

技定ぷ業月号

機及ラ株

者及検

型ド会

びン式日

月 験のび査 番効 業の 試

所名行

番氏住を 期 者氏

愛マ代愛

名号日号間名

平第公 株

示知ル表知 成 式

の県ホ取県 会

日春ン締春 年 社

日工役日 ソ

株岸市

フ月号平井業井

成市 ィ

桃式桃 ア日

分名
区
の式 機

年山会山

遊
パ
定ょ

認ぴ
のょ
機ぴ
技

区敏

型ク
びー

及

平
月太博

３３
ら目
か丁
）一

日通

六秀町式マ

間地
年番

のト 月丁行

検 目

番定 日

地等

３す

ら関 地 か１に 番 ）

チ
式社

６
第
則

間規

年る

キ
にチ
等キ

定チ
検キ

の

勇町

６
第

則
規

る
すン
関

町社
丁丁

月１夫１

日目目

）
間
年

３地地 ら番番 か

式
る

す
関

に
等

定
検

の

八規 六

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
イ

号
１

第
条

イ
号
１



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

十

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

一 分名名号日号間月
十 平第公 マ 遊五 示 成 ル 技日 の 機とホ

日 年 のりン

認っ工

成

定ぷ業月号平

及ラ株金 びン式日

型ド会年曜 式社

氏住を在種 期氏

の鳥月

愛ぱ

号間名所名行地類

知ル表知ち

第公愛マ代

示
の県ホ取県ん

日春ン締春こ

日工役日遊

株岸市機

号平井業井技

桃式桃

成市
町社勇町

年山会山

在種区番 者 氏

月１夫１

名行地類分名名号日

を

平 株 代愛ぱ遊

成 式 表知ち技

取県ん機爆会

年 締名この走社

役古遊認ト高

屋技定ラ尾月

内市機及ッ
街

島川型夢

ヶ中びク日

住 期 者

博蔦の道

敏区式

名名号日号間名所

番氏

平第公愛株 株

示知式 成 式

の県会 爆会

日名社 年 走社

古高 ト高

成市

ラ尾月号平屋尾

ッ

中 ク日

区

夢年川

街

地類分

を在種区
道月太

県ん機

知ち技

愛ぱ遊

行

及

屋技定

古遊認

名この

蔦の

区式

川型

中び

市機

日 検王

３

関ら

にか

等）

定国日

第
条
６
第
則
規間

る年

す

丁丁

日目目

）
間
年
３地地 ら番番 か

目関

丁に

一等

町定

元検
す

平

第
条
６
第
則

地規

番る

３３
ら目

か丁
）一

日通

一等

町定

元検

間地
年番

す

目関

丁に

１

第
条
６
第
則

地規

番る

イ
号

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名
株 名ぱ遊

式 古ち技

屋ん機チ会

市このャ社

区技定ッン

中遊認ラサ
ア

のびャイ

丸機及チセ

番効 業の 試者及

内型マ

番氏住 期 者氏 月 験のび
株代

名号日号間名所名

平第公名 株

示古式表 成 式

の屋会取 会

日市社締 年 社

中サ役 サ

成丸セ梅

ン月号平区ン

セ

のイ村 イ日

者及検の機機

ア年内ア

氏 のび査所のの 効式 の

類分名

氏住を在種区 期
間名所名行地

公名株代名ぱ遊
ん機チ

示古式表古ち技

締市このャ

の屋会取屋

中サ役中遊認ラ

日市社

機及チ

平区ン区技定ッ

イ村のびャ

成丸セ梅丸

の

の機機試

年内ア内型マ

番 者月 所のの験番 式業

類分名名号日号

在種区

平第

地

株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機フ会

年 伊このィ社

勢遊認ー三

崎技定バ共月号

市機及ー

者及検
和型ヤ

三び大日

名行

氏住を 氏 のび査
の

会取

馬式表

群株代

名所
毒

市共
生三役

桐社締

県

ボル

二式ンー

町
野島

境

定ン

目検ア

丁の
関ィ

地にデ

番等ド

る

号す

八 規七

二ー義

６
第
則

ー

目ア

ル月丁ル孝

ア

ン ン日

ィ

デか地デ

ド）番ド

ィら

二ー義二式ン

間
年
３号

月丁ル孝丁のボ

目ア目検
定 ン 日
か地デ地に

）番ド番等
関 ィ ら

第
則

間規

年る

３号号す

のト

町式マ

６

検
規
る

す
関

１に

地等

番定

目
丁行

六秀

６
第

則

１
第

条

イ
号
１

第
条

地
番

イ
号
１

第
条

イ
号



造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

機 有請称は所技技 者 の

所のの 効の 者及検の機

のび査

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

造

概要検検検検又代製

製型申名又 定表 定定は

年有 造式請称は 者 定の

び査 番効 業の 試者及検

月 験の

第

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

検検 平
成定
十定
四年

年

月番

十

類分

氏住を在種区 期氏
代岡回遊

間名所名行地

示山佐表山胴技

公岡山

浅遊の

の県株取県式機

見会役口技認

日新式締

高佐里及

平市社郡機定

尾野庄び

成

町型 年

慎里式 番

号

在種区番 者

月一見の

平第

地類分名名号日

株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機ど会

年 名このろ社

古遊認り銀

屋技定ん座月号

市機及ぱ

日

者氏

幸の

大式

区型

東び

間名所名行

番氏住を 期

平第公愛株代

名号日号

株

示知式表 成 式

の県会取 会

日名社締 年 社

古銀役 ニ

成市伊

ュ月号平屋座

ー

東藤 ギ日

大二

ン年区

住を在種区 期氏

月幸博

間名所名行地類分名

氏
公愛株代三ぱ遊
ん機お

示知式表重ち技

締桑この江

の県会取県

古ニ役名遊認戸

日名社

機及ご

平屋ュ市技定で

ギ井字びじ

成市ー新大

中

悠深式る

年村ン下型ゃ

区
月烏司谷の

一日号 月
十平第 五成 日

年
月号

金日

曜

検 地
の定 日

す

ら関

か地に

）番等 １

第
条
６
第
則

間規

年る

３

に

目等

丁定

一検
第
則

号規

５る

１す

番関

一

第
条
６

）目
日丁

か
間号
年５
３１
ら番

森郡検

之に

）三山等

日町宇定
す

ら目原関

か丁
３

る
６
第
則 １ 間地規 番 年番

第
条

日

定は

検検検検又代
号
２

称者 定の 型申名 定表 定

イ
号
１

年有 式請

検又代製う型式の概要

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

造

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

又代製う
イ
号
１

年有 造

表 定定は造事

検検検検

所 者 定の 型申名又業 定 製
の概要

年有 式請称は

のび 番効の 試者及

造
型

名所名

番氏住 期氏 月 験
平第公東株代

号日号間
示京式表 成

の都会取

日台社締 年

東オ役

成上ン石

月号平区リ
野ピ原 日

の 者及検の機機

年二ア

者 氏 のび査所のの式業

類分名名

氏住を在種区

奥

名所名行地

村

名奥代本小ぱ遊
機笑遊

古村表社山ち技
このゥ機

屋遊取工工ん

役遊認せ株

市機締場場

和式名静技定ぇ式

昭株

社

区会上古岡機及る会

駿型ま

鶴社野屋県びす

験番効 式業 機機試

舞市

号間

種区番期 者月 のの

平第公

類分名名号日

回遊ペ山

示 成 胴技ン佐

の 式機ギ株

日 年 遊のン式

技認パ会

成

機定ラ社月号平

及ダ
びイ日

効の 試者及検の

型ス年

在 期氏 月 験のび査所 番
間名所名行地

番氏住を

平第公岡山代岡

号日号
示山佐表山 成

の県株取県

日新式締浅 年

見会役口

成高佐里

月号平市社郡

尾野庄 日

町

ム佐
エ山

名名
者

式業

年

ー社
ピ会
イ式

ブ株
－

丁昌

月目幸

間
年

３
ら

か号
）７

日番

和郡の２

二栄昭東式ん

丁作

目区小検

用に

番舞町等

２鶴山定

二
２萩る

目字す

号丁沢関
則

番窪規
第 号
番６

式
の月

検
す３

関ら

にか

等）

定日

６
第
則

規間

る年

慎里 番
地 月一見

の 日
間
年

３
ら

か地

）番 １

八
八

号
２

第
条

イ
号

１
第

地条



型式の概要検検平
成 遊型製型定

十

造 技式定

四 機試年

年

月 の験番 式業

十

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の

所の 番効の 者及検の機

月のび査

道 公 報

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

試
造 称は所技技式 者

名

の験 式業 の 及検の機機

び査所の

第

定定

式の概要検検検検

式請 定の 遊型製型申 定

効 式業 機試者 年有 造 技

月 の験の 番

号

所技

又業遊

造事
製う型

区番 者

査所の

検の機

は

一 分名名号日号月
十 平第 遊バ高五 成 技ト砂日 機ル電

年 のセ器

認ブ産

定ン業月号

及株金

型会

び式日

曜

氏住を在種 期氏

の
式社

回

日号間名所名行地類

表重胴

平第公大高代三

示阪砂 成

の市電取県式

日中器締度遊 年

央産役会技

株石玉

月号平区業郡機

成船
場式井城 日

丁社治蚊

年二会町

在種区番 者 氏

月目夫野

名行地類分名名号

住を

所

株 株代群ぱ遊

式 式表馬ち技

会取県ん機フ会

社締伊このィ社

定バ共

三役勢遊認ー三

び大

毒市機及ー

共崎技

ト

秀町式マ

和型ヤ

島三

の

日号間名

区番氏 期 者

行

平第公群

分名名号

遊ミ株

示馬 成 技チ式

の県 機ノ会

日桐 年 のク社

生 認イオ

成境

定チリ月号平市

及バン

野 びンピ日

六

型ボア年町

式シ

回

行地類

を在種
の月丁

川県式

縄奈馬胴

沖神群
県伊遊

県
市市

市浜崎機

覇横勢技

丁新出

３区之

町中日

港
目山町日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検 ９字

第
条
６

原

日番松

）
か号
ら
３番

年
間

検
規
る
す
関

１に

地等

番定

目

第
条
６
第
則

検
定日

す３

関ら地 にか番 等）

第
条
６
第
則
規間

る年

４下
番３
丁

番
３

号目

号
２

号

表造事

代製う型式の概

所技技 者
又業遊遊型製

の概要検検検検又

造 は の 型製型申名 定定定は

イ
号
１

年有 造式請称 定

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

号
２

有

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

は

検検又代

年 造 は所技 有請称者 の申名表 定定

所のの式業 の検の機機
分名名

を在種区者 氏査

株

名行地類

式

代東ぱ遊

取都ん機上会

表京ち技
遊認まエ

締荒このヘ社

及りス

区技定いー

役川

ー研

本日びま電

武東機

び 番効 式業試者及

暮型

名所

番氏住 期 者月 験の

第公東株

名名号日号間

平 株

示京式 成 式

の都会 チ会

日台社 年 ャ社

東エ ラサ

成東ス

ッン月号平区ー

チセ

上電 ャイ日

及検の機機
マア年野研

のび査所のの 番効の 者

類分

氏住を在種区 期氏

愛ぱ遊

号間名所名行地

式表知ち技

第公名株代

示古
の屋会取県ん機

日市社締稲この

中サ役沢遊認

大機及

号平区ン市技定

のイ村矢び

成丸セ梅

検の機機試

年内ア町型

番 者月 査所のの験 式業

類分名名号日

を在種区

平

行地

株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機チ会

年 稲このャ社

沢遊認ラサ

市技定ッン月

大機及チセ

及

町型マア

矢びャイ日

名

氏住 期氏 のび 効の 者
古式表

公名株代

間名所
役

日市社締

の屋会取

示
中サ

のイ村

成丸セ梅

平区ン

孝里式す

年内ア

俊二の
等

目定

丁検
る

号す

６関

番に

八 規九

三

６
第
則

ンー

目

ボル月丁

ア
ン日

３

ィら号

デか９

ド）番

二ー義高式

間
年

目ア五検

月丁ル孝松の

ン十定 日
か地デ番に

）番ド二等

ィ地関 ら

第
則

間規

年る

３号一す

ア

松のボル

高式ンー

６

にデ

二等ド

十定ン

五検
第

則
規
る

一す

地関ィ

番

二ー義

６

目ア

月丁ル孝
ン 日

ィ

か地デ

）番ド

ら

条

イ
号

１
第

条

間
年
３号

イ
号

１
第

条

イ
号

１
第



造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

北 海

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

号

要検 平
成型定
十式 四試年
年

月 験 十

行地類

氏住を在種 期氏

大株代愛ぱ

号間名所名

示阪式表知ち

第公
の府会取県ん

日大社締一こ

阪藤役宮遊

事松丹機

号平市商市技

央元場

成中

三

年区町

内

を在種区番 者

月本夫ツ

平

行地類分名名号日

株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機お会

年 一このい社

宮遊認っ藤

市技定鬼商月

丹機及太事

場び郎日

住 期 者氏

ツの

三式

町型

名号日号間名所名

番氏

平第公大株代

名
ツ株

示阪式表 成 イ式

の府会取 ン会

日大社締 年 バ社

阪藤役 デマ

中事松

ィツ月号平市商

成 ヤ

央元 商日

会年区
内

住を在種区 期氏

月本夫

号間名所名行地類分

氏

技

第公広株代第第回遊

示島式表１２胴

の県会取工工式機

日広社締場場遊の

島マ役技認

島及

号平市ツ埼広機定

商本県県び

成南ヤ山玉

区

元生島式

年仁会羽広型

保

番

月３就市市の

一号日 月
十平 五成 日

年
月

金日

曜

町井
６

か目平

）丁下

日一字

間号
年４地

３番番

ら１ ６関

平に

下等

字定

井検
第
条
６
第
則
規

地る

番す

町
３番

ら１
か目

）丁
日一

丁大南検

間号
年４

）４２大等

日目沼区定

ら２目西関

か番丁洲に

四す ３号

則

間目規

年番丁る
６

番第
第

号条

日

３４

海海話札入

契北北電入

警号行札

条道道番執

約
を幌察の

項札

場場

２
イ
号
１

示市本

契納札の平格道

入次資
有行

にい成をが

約入参ず
すに北る指

加れ年すう

１

期場

北

次 海

の平入 道

と成札調フ調 警

に達ァ達 お 察

り年付をイす 本

すすリる 一 部

般月るるン賃 告

製型定定

要検検検

号
２

年有 造式定の 技
遊型

式の概

及所

す中部－所

場央総

び

北部日 － 所区務

時北北 ２会

海海

７札警 内 西課道道

条計

市本

丁幌察 線

目

中部

競

るも海こ名

区階
央１

当告。争

間所者該道と

契要る第札

必す示入

に

に

平平る

成成。約なこ

担資と号関

者はる

年年当格。又す

が成名

月月等平指

１１
９

を 日日指

事賃グ借
かを定年停

競 示

争日項借シ物 第

入物ス品

札品テの 号のム仕

及式

下称一等

以名様

入び
当説

」量月札

札数１入

月 験番効 業試

いた明

と

名号日号間

番期 者

道

平第公 株

警 示 成 式

の 会

日 年 社察 藤
商月号平

本 成 事

日

分名
区
の式 機

年

遊
太
定鬼

認っ
のい
機お
技

び郎
及

７
西場
条会
２札

北入 型

る海さ

ら限す北止

目
丁

所告て

月に場道れ

３度
当

９い

ま契第な

日該示い

た間にと

。期号こ

で約
、長す

し延定

だを規。

に

うり書
算る物

予する

。

を北価る

）単よ

。の

本

る察

す警

施道

実海）

上
長

部

。

部

月

告

）
日

示 等
定
検

の
式

間
年
３

ら
か

る
す

関
に

九規 〇

賃

範との

のこ品

６
第

則

得の

でり借

内有貸

囲が

イ
号
１

第
条

男
都
美

原

、



者契こ

イアイ

平 落で約名所の

成 札あに入

十 在 者る関札

四 とかす及

年 なをるび

十 っ申事称地契

北 海

掲ア

開げ入る捨税
た業分 札る札落額て事

額加金者の の札 入金を
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